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■研究調査レビュー

奄美群島における風化残積士（赤土等）の土質特』性（その３）
北村良介（鹿児島大学工学部）

深見健一（鹿児島大学大学院理工学研究科）
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「その’」'）「その２」2）では，赤土等の土

質特』性を把握するために奄美大島，加計呂麻

島，喜界島，沖永良部島で採取した試料を用

い,士粒子密度試験，粒度試験，液性．塑性

限界試験を行い，その結果を報告した。今回

は，奄美大島，加計呂麻島で採取した試料を

用いて行なった保水性試験の結果を報告する。

性を反映した重要な関係を表している。

3．保水性試験についての

3．１保水性試験

保水性試験は不飽和土中のサクションと含

水量の関係を表す水分特』性曲線を得るための

試験である。

保水性試験では広範囲なサクション領域

（ＯｋＰａ～l0MPa）を－つの試験方法でカ

バーすることは出来ない。そこでサクション

の測定範囲によって低サクション領域では水

頭法，中サクション領域では加圧板法，高サ

クション領域では蒸気圧法などが用いられる。

本研究では，水頭法と加圧板法による低・中

サクション領域での保水'性試験を行った。図

－１に水頭法の試験装置を示す。試験装置は

供試体を収納する試料室，ビュレット，ホー

ス，シリンジから構成される。水頭法とは大

気圧下に供試体を置き，供試体中心とビュ

レットの排水口との高低差ｈを与えて供試体

にサクションを負荷し，土中水を平衡状態に

達するまで排水させる方法である。

２．サクシヨンについて3）

不飽和土とは，気相・液相・固相の三相か

ら構成される三相混合体である。地表面近く

に存在する地下水面より浅層の土は一般に不

飽和土である。

不飽和土では，士の種類が異なると同じ含

水比でも違った力学挙動を示す。従って，含

水比だけでは，土質特性を的確に把握できな

い。すなわち土質特』性を把握するためには，

土中の含水量だけでなく土中水のポテンシャ

ルエネルギーが必要である。土中水のポテン

シャルエネルギーから不飽和土の保水能力や

土中水の動態等がわかる。土中水のポテン

シャルエネルギーを定量的に表現するために

化学ポテンシャルが導入されている。化学ポ

テンシャルとは土の吸着力や表面張力で決ま

るマトリックポテンシャルとイオン濃度に

よって決まるオスモティックポテンシャルの

和である。土中水のマトリックポテンシャル

は化学ポテンシャルから土中水に溶存するオ

スモティックポテンシャルの影響を除き，士

粒子が水を引きつける作用のみを取り出した

ものである。大気圧下においてマトリックポ

テンシャルは負値を示し，その絶対値を圧力

単位で表記した物理量はサクションと呼ばれ

る。サクションと含水量の関係を示したもの

は水分特』性曲線と呼ばれ，不飽和土の保水特
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図－１水頭法試験装置
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l0kPa以上）していた赤土等が降雨によって

含水量が増加し，サクションがl0kPa以下と

なり士粒子間を引き付けている力が低下する

ため流水によって流されやすくなると定』性的

に考えられる。

図-13は豊浦砂と役勝川左岸の斜面から

採取した赤土の水分特性曲線を示している。

赤土の水分特性曲線は豊浦砂に比べて上方に

ある。このことは，同じサクションであって

も赤土の含水量が高い，すなわち，保水'性が

高いことを意味している。

図－２は加圧板法の試験装置を示す。試験

装置は供試体を置く試料室，空気圧を送るコ

ンプレッサー，試料室内の空気圧を測定する

ブルドンゲージから構成される。加圧板法は

供試体内の土中水の圧力を大気圧下に保ち，

正の空気圧を供試体に負荷し，土中水を平衡

状態に達するまでを排水させる方法である。

水頭法，加圧板法の両試験において，各サク

ション段階での含水比が算定できこれらか

ら水分特性曲線を求める。
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図－３水分特性曲線（西阿室砂防ダム）
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図－２加圧板法試験装置

3．２保水性試験結果
00

保水性試験で用いた試料の採取地点は参考

文献１）に記載されているので省略する。図

－３～12は奄美大島，加計呂麻島で採取した

試料を用いて行なった保水性試験によって得

られた水分特'性曲線を示す。全ての試料にお

いて０～l0kPaのサクション領域ではサク

ションが増加すると含水比が減少していく。

つまり，サクションによって土中水が排水さ

れる。その量は１０～l00kPaのサクション

領域でのそれよりも大きい。つまり，１０～

l00kPaのサクション領域ではＯ～l0kPaの

サクション領域に比べると，土中水の移動が

少ないことがわかる。０～l0kPaのサクショ

ン領域では含水量が増加するとそれに伴いサ

クションは大きく低下することがわかる。こ

のような赤土等の保水特』性を降雨と関連づけ

て考える。晴天時には乾燥（サクションが
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奄美大島，加計呂麻島で採取した赤土等を

用いて保水,性試験を行い，その試験結果を示

した。まだ，喜界島，沖永良部島で採取した

赤土等の保水』性試験が終わっていないので早

急に行い，保水性を明らかにしていく予定で

ある。また，赤土等の土質特'性（物理的・力

学的特性）を考慮して赤土等流出の発生源で

ある斜面や圃場での安価で環境への負荷の少

ない流出対策の確立を目指した研究を進めて

いく予定である。
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